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① 紐を仮止めする ② タックを仮止めする
本体表の中心に紐を

仮止めする（2枚）

本体のタックをたたみ

仮止めするたたみ（表裏それぞれ各2枚）

タックのたたみ方

中心

本体表 （表） 本体表 （表） （表）本体裏 本体表 本体裏（裏） （裏）

③ 脇を縫う
本体を中表に合わせ脇を縫う（表裏それぞれ縫う）

※本体裏の脇に返し口をあけておく

※手紐は作るタイプを選択して裁断

口
し
返

⑤ 本体と手紐を縫う
本体と手紐を中表に合わせ縫う

（表裏それぞれ縫う

　縫い代は割る）

本体表 手紐

本体裏
（裏）

⑥ 口と手紐を縫う
本体表と裏を中表に合わせ

口から手紐を続けて縫う

※手紐の先は片側を9cm手前で縫い止める

　　　　（反対側の手紐の先も）　

裏
紐
手

本体裏
（裏）

手紐
（裏）

（裏）

本体表と裏を中表に

合わせ口から手紐の

先まで続けて縫う　

⑥ 口と手紐を縫う⑤ 本体と手紐を縫う
本体と手紐を中表に合わせ縫う

（表裏それぞれ縫う

　縫い代は割る）

裏
紐
手

本体裏
（裏）

裏
紐
手

（裏）

本体表

（裏）

表
紐
手

（裏）手紐

本体表（表）

（裏）

本体表
（裏）

④ 底を縫う
本体と底を中表に合わせ

底を縫う（表裏それぞれ縫う）

本体表（裏）

底表（裏）

本体裏 （裏）

底裏 （裏）

9cｍ手前で
　縫い止める

※

拡大

肩中心縫い合わせタイプ

結ぶタイプ

⑦手紐の上部を縫いステッチする

（表）

手紐の縫い方が肩中心縫い合わせタイプと結ぶタイプで

⑥、⑦の縫い方が異なります

それぞれの項目を御覧ください

本体口

手紐

9cｍ

⑦ｰ1 表に返して手紐の上部を

中表に合わせ縫う

⑦ｰ2 縫い残した部分を出来上がりに折り、

２枚合わせて口から手紐を続けてステッチする

⑦ステッチする
表に返し、出来上がりに

折り、口から手紐を

続けてステッチする

⑧ 返し口を縫う
返し口を出来上がりに

折り、縫う

本体裏

（表）

本体表

⑦-1

⑦-2

タック入り だ円底ショルダーバッグ

共通

返し口

縫代の付け方（参考）

手紐手紐

表 (2 枚 )

裏 (2 枚 )裏 (2 枚 )

表 (2 枚 )

本体
表 (2 枚 )

裏 (2 枚 ) 底
裏 (1 枚 )

表 (1 枚 )

底

※（芯を貼ります）の表記は接着芯を貼る場合の目安です。

　生地の厚さやお好みにより、貼らなくてもお作り頂けます

　接着芯を使用する場合は、表地と同じ大きさに裁断して表地の裏に貼ります

結ぶタイプ

（芯を貼ります）

肩中心縫い合わせタイプ

（芯を貼ります）

（芯を貼ります）

（芯を貼ります）

型紙には縫代は含まれておりません１cm の縫代を付けて裁断して下さい


